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研究成果の概要（和文）：ビノスガイの放射性炭素分析から岩手県沿岸の放射性炭素濃度の時系列変遷履歴を明
らかにした．また，多くのビノスガイ死殻は2011年の津波により死亡したことを明らかにした．また，マルスダ
レガイ科二枚貝の南方種においても冬期に成長停滞が起こること，成長停滞の期間は加齢により長期化するこ
と，などを明らかにした．酸素同位体ステージ5, 7, 9のビノスガイ化石標本を解析し，過去の温暖期について
も100年以上の寿命を持つ個体がいたこと，現生試料で見られたような数十年周期の変動はそれほど明瞭には見
られなかったこと，酸素同位体比は現生試料と比較して変動幅が小さかったこと，などを明らかにした．

研究成果の概要（英文）：We analyzed radiocarbon in the bivalve shell and revealed the time-series 
history of radiocarbon concentration along the Iwate Prefecture coast. We also found that most of 
the dead shells were killed by the 2011 tsunami. We found that growth cessation occurs during winter
 even in southern species of Veneroidea mollusks and that the period of it is prolonged with age. 
Analysis of fossil specimens from oxygen isotope stages 5, 7, and 9 revealed that some of the 
specimens had lifespans of more than 100 years even during the past warm period and that the 
variation in oxygen isotope ratios was smaller than in the present specimens. 

研究分野：古環境学，地球化学

キーワード： 古環境復元　二枚貝　成長線解析　化石　長周期気候変動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
気候変動メカニズムの詳細な理解や産業革命以後の人為起源の地球温暖化影響を評価するためには，数年から数
十年規模の周期的気候変動を定量的に指標化することが必要不可欠である．しかし，観測機器による気温などの
環境記録は古くても1850年代以降に限られており，さらに海洋の観測データは1950年以降に限られているという
問題がある．本研究で開発した手法や貝殻試料から得られた結果は，観測記録の無い過去の地球環境の自然変動
の仕組みや履歴を提供した．気候変動は我々の生活に大きな影響を与えるが高解像度の古環境データが著しく不
足している高緯度海域における新たなツールを確立したことは気候学的・社会経済学的に重要である．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
地球の気候は様々な周期で変動している．気候変動メカニズムの詳細な理解や産業革命以後の
人為起源の地球温暖化影響を評価するためには，数年から数十年規模の周期的気候変動を定量
的に指標化することが必要不可欠である．しかし，観測機器による気温などの環境記録は古くて
も 1850 年代以降に限られており，さらに海洋の観測データは 1950 年以降に限られているとい
う問題がある．一方，地質時代を通してみれば，気候変動の大きさは現在の地球温暖化の規模を
遙かに凌ぐものもあったことが知られている．しかし，海洋における代表的な古環境指標である
海底堆積物コアは時間解像度が不十分であり，代表的な高解像度指標であるサンゴ骨格は低緯
度海域のみに限られるため，高緯度海域の高解像度古環境データは著しく不足している．高緯度
の気候変動は我々の生活にも大きな影響を与えており，さらに地球温暖化の影響も低緯度〜中
緯度よりも早く生じるため，その理解は気候学的・社会経済学的に重要である．特に，太平洋に
おいては数十年規模の周期で自然に変動していることが知られているが，地球温暖化によって
どのように変動特性が変化するかを理解することの重要性は大きい．しかしながら，高緯度域に
おける古環境記録は著しく欠如しており，我々の長周期気候変動に対する理解を妨げている．特
に， 
(1) 地球温暖化に伴い数十年周期の気候変動はどのように変化したか？ 
(2) 過去の地球温暖期には長周期気候変動が存在したか？存在したのであれば，周期や強度は
どの程度であったか？ 
などの，全球気温の変化に対する周期的な気候変動の応答については理解が進んでいない． 
 
２．研究の目的 
このような課題に対する解決策として最も適した研究手法は，長寿かつ広く分布する二枚貝殻
を用いた海洋古環境復元であろう．二枚貝殻は周囲の環境を元素・同位体組成として記録しなが
ら付加成長するため，環境を時系列で記録する優れた環境記録媒体である．我々の研究グループ
は，日本で産出する二枚貝の中でも最も寿命の長い「ビノスガイ」に着目し，研究を進めてきた．
ビノスガイは少なくとも 150 年の寿命を持ち，若齢期には潮汐輪を刻むため，日スケールの解
像度で数百年にわたる環境を復元することが可能である． 
そこで本研究は，ビノスガイ殻の成長線解析と地球化学分析により， 

(a) 現生貝殻のマスタークロノロジー構築による過去数百年にわたる海洋環境復元 
(b) 化石貝殻の解析による過去の地球温暖期における長周期気候変動の復元 
を行い，最近数百年間と過去の温暖期の長周期気候変動の変動特性とメカニズムを理解するこ
とを目的とした．貝殻の年間成長量の経時変化は「貝にとって環境が殻形成にどれだけ適してい
たか」という指標となる．殻の酸素同位体組成からは水温の季節変動を明らかにできる．そして，
成長期間（時期）の異なる個体について、成長パターンを複数個体で照合し時代を繋ぐことで（交
差年代決定法），代表的な成長パターンである「マスタークロノロジー」を構築するができ，環
境記録をさらに延伸することが可能となる．さらに，ビノスガイは貝塚などの遺構や地層からも
化石が産出するため，化石試料を解析することで有史以前・地質時代に遡って古環境情報を得る
ことができるという特徴がある．  
 
３．研究の方法 
本研究では， 
①岩手県大槌町から採取した現生ビノスガイ殻を用いた海水中放射性炭素濃度変遷履歴の復元． 
②岩手県大槌町から採取したビノスガイ死殻を用いたマスタークロノロジー構築 
③西表島のマルスダレガイ科二枚貝殻の成長様式の推定 
④第四紀ビノスガイ化石を用いた過去の気候変動の復元 
の 4つの項目について中心的に研究を行った．いずれの項目についても，野外調査により貝殻
試料を採取，貝殻の洗浄・切断・研磨により断面を観察可能な状態にする，顕微鏡により成長線
を観察，マイクロドリリングにより成長方向に粉末試料を採取，粉末試料の酸素炭素安定同位体
比の分析，必要に応じて放射性炭素濃度の分析，という手順で分析を行った． 
 
４．研究成果 
①岩手県大槌町から採取した現生ビノスガイ殻を用いた海水中放射性炭素濃度変遷履歴の復元． 
 放射性炭素年代測定法は過去 6 万年程の化石試料について年代を推定するための重要な手法
である．しかし，海産試料については海洋中溶存炭素の放射性炭素濃度の不均質性（リザーバー
効果）と，1950年代に行われた核実験由来の放射性炭素の放出（Bomb peak）による撹乱という
2つの問題がある．二枚貝殻は成長線解析により過去にさかのぼって絶対年代の時間軸を決める
ことができるため，貝殻の放射性炭素を分析することで核実験由来の放射性炭素とリザーバー
効果の影響の経時的変遷を復元することが可能である． 



 

 

図 1は，本研究により復元した岩手県沿岸の放射性炭素濃度の時系列変遷（赤）を示している．
比較のため，大気中の放射性炭素濃度の変遷（黒）とサンゴ骨格から復元したさまざまな海域の
履歴についても示してある．大気中の放射性炭素濃度の変遷（黒）と，貝やサンゴ骨格から復元
した履歴との違いについては大気中二酸化炭素の移行過程の地域差を反映しており，炭素循環
における移行過程のメカニズムについて重要なデータとなるだけでなく，北太平洋東部の海産
試料の放射性炭素年代測定の確度向上に大きく貢献するデータである．本研究は Kubota et al. 
(2018)として発表した． 
 
 
②岩手県大槌町から採取したビノスガイ死殻を用いたマスタークロノロジー構築 
貝殻に刻まれた年輪の幅は「貝にとって環境が殻形成にどれだけ適していたか」という指標で
あり，成長パターンを複数個体で照合し時代を繋ぐことで，環境記録を個体の寿命を越えて延伸
することが可能である．本研究では大槌町沿岸から採取したビノスガイ死殻について成長線解
析と放射性炭素年代測定を行うことで，貝が死亡したタイミングを推定するとともに，マスター
クロノロジーの構築を行った． 
図 2 はこれまでの研究で得られているビノスガイ生貝の成長パターンの時系列変遷（上）と，
死殻の成長パターンの時系列変遷（下）である．死殻については放射性炭素年代測定を死亡直前
の部位と内側の二箇所を分析することで，正確な年代決定を行った．しかし，放射性炭素年代測
定は数十年の誤差を伴う．そのため，生貝の成長パターンと比較する交差年代決定法により 1 年
の精度で年代を決定することに成功した．その結果，多くのビノスガイ死殻は 2011 年の津波に
より死亡していることが明らかとなった．海洋生物の多くは死骸が残りにくいため海洋での死
亡要因を特定することは困難な場合が多いが，二枚貝は殻が保存されるため，本手法を応用する
ことで死亡タイミングやその要因を特定することが可能であることがわかった．また，死に殻の
交差年代決定により環境記録が 1880 年より遡れることが示された．この成果は Kubota et al. 
として Radiocarbon誌にて査読中である． 

 
 

 
 
③西表島のマルスダレガイ科二枚貝殻の成長様式の推定 
二枚貝成長線のパターンから過去の環境を復元する際には，環境変化と成長の関係性が明確に
評価されている必要がある．特に，水温・塩分・植物プランクトン量などの環境要因は成長に大
きく影響を及ぼすため，成長パターンとの関係性を評価することが必要となる．ビノスガイは宮
城以北に主要な分布範囲を持つが，過去の温暖期には関東まで分布を広げていたことがわかっ
ており，Secuella chitanianaという南方系の化石近縁種がいたこともわかっている．そのため，
温暖な環境でマルスダレガイ科二枚貝がどのような成長様式を有するかを評価することが必要
である． 
本研究では西表島から採取したアラスジケマンガイ Gafrarium pectinatum, ユウカゲハマグ
リ Pitar citrinus, 及びスダレハマグリ Katelysia japonica の 3 種のマルスダレガイ科二枚
貝について成長様式と環境変化の関係性について明らかにした．図 3は 3 種の代表として，アラ
スジケマンガイの微細成長線幅（下）と酸素同位体比から推定した水温の関係（上）について，
年齢による時系列変遷を示した図である．3 種の解析の結果，南方種においても冬期に成長停滞
が起こること，成長停滞の期間は加齢により長期化すること，日成長量は水温・塩分・植物プラ
ンクトン量などの環境要因に制御されていること，などを明らかにした．この成果は Tanabe et 
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al. (2020)として発表した． 
 

 
 
④第四紀ビノスガイ化石を用いた過去の気候変動の復元 
二枚貝化石は多様な時代・場所から産出するため，はるか過去の地球環境について高解像度の
スナップショット的な古環境記録を提供可能な有用な指標である．本研究では，過去の温暖期の
環境復元に利用できる可能性があるビノスガイ化石について，博物館に保管されているビノス
ガイ化石の標本について検討・調査を行った．その結果，関東および東北の地層から採取された
酸素同位体ステージ 5, 7, 9のビノスガイ化石標本が利用可能であることがわかり，それらの
試料について博物館から借用し，分析に供した． 
殻の解析の結果，過去の温暖期についても 100年以上の寿命を持つ個体がいたこと，現生試料
で見られたような数十年周期の変動はそれほど明瞭には見られなかったこと，酸素同位体比は
現生試料と比較して変動幅が小さかったこと，成長様式の季節性は現生と大きく変わらず秋か
ら冬にかけて成長を停止していたこと，などが明らかとなった．この成果については現在論文を
執筆中である． 
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